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昨
年
の
秋
の
取
入
れ
は
秋
晴
れ
に
恵
ま

れ
ず
天
候
不
順
の
中
で
収
穫
を
終
え
た
。

た
わ
わ
に
実
っ
た
田
ん
ぼ
で
あ
ち
ら
、
こ

ち
ら
か
ら
コ
ン
バ
イ
ン
で
稲
を
刈
り
取
る

音
が
こ
だ
ま
し
て
く
る
。
一
九
七
〇
年
国

に
よ
る
減
反
政
策
が
始
ま
り
主
食
用
米
の

生
産
数
量
の
目
標
が
決
め
ら
れ
た
。
生
産

調
整
は
生
産
減
を
目
指
し
米
価
を
安
定
さ

せ
る
考
え
で
進
め
ら
れ
た
。

　
そ
れ
か
ら
約
半
世
紀
、
現
状
の
農
村
風

景
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
限
界
集
落
、
遊
休

農
地
の
発
生
、
不
在
地
主
の
増
加
、
当
時

農
林
水
産
省
の
机
上
は
魅
力
的
な
農
業
・

農
村
の
デ
ザ
イ
ン
だ
っ
た
は
ず
だ
。
と
は

言
え
地
域
の
農
地
を
い
か
に
し
て
守
っ
て

行
く
か
と
言
う
事
も
重
要
に
な
っ
て
く
る。

認
定
農
業
者
や
集
落
営
農
組
織
な
ど
の

「
担
い
手
」
へ
の
農
地
集
積
が
大
事
な
一

歩
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
進
め
る
た
め
、
県
農

地
中
間
管
理
機
構
は
県
集
落
営
農
法
人
会
、

県
農
業
法
人
協
会
と
連
携
協
定
を
締
結
し

た
。
二
つ
の
組
織
の
協
力
に
は
大
き
な
期

待
を
し
た
い
。
平
成
二
十
九
年
産
米
は
現

行
制
度
で
、
減
反
見
直
し
最
後
の
生
産
目

標
と
な
る
。
平
成
三
十
年
産
か
ら
生
産
者

の
自
主
的
な
取
り
組
み
に
移
行
す
る
こ
と

が
決
ま
っ
て
お
り
、
減
反
政
策
の
大
き
な

転
換
と
な
る
。
　
　
　
　
　
（
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充
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野
広
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後
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京
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日
本
農
業
は
何
処
に
向
か
っ
て
行
く
の

だ
ろ
う
か
、
何
時
に
な
っ
た
ら
安
心
し
て

農
作
業
に
専
念
で
き
、
安
定
し
た
所
得
が

得
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
、
そ
ん
な
思
い
に

駆
ら
れ
て
い
る
中
、
今
年
も
作
付
け
が
始

ま
っ
た
。
農
政
も
気
象
も
農
業
者
の
事
に

は
お
構
い
な
く
更
に
は
収
穫
間
近
の
農
産

物
は
鳥
獣
害
で
荒
ら
さ
れ
、
収
穫
の
喜
び

さ
え
も
与
え
て
く
れ
な
い
。
こ
う
し
た
苦

悩
が
続
く
中
で
政
府
は
、「
農
業
者
の
所
得

増
大
や
日
本
農
業
を
強
く
す
る
た
め
だ
」

と
、
農
業
団
体
の
大
改
革
を
行
い
、
一
方

で
は
自
由
貿
易
を
推
し
進
め
て
い
る
が
、

政
府
の
威
勢
の
い
い
説
明
を
鵜
呑
み
に
す

る
農
業
者
は
ま
ず
い
な
い
。

　
日
本
農
業
新
聞
の
き
ょ
う
の
言
葉
と
い

う
欄
に
「
農
漁
業
と
は
、
一
朝
一
夕
に
変

え
て
し
ま
え
る
ほ
ど
甘
い
仕
事
で
は
あ
り

ま
せ
ん
」
（
佐
藤
喜
作
）
と
い
う
記
事
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
さ
に
そ
の

通
り
だ
と
思
う
。
安
定
し
た
所
得
が
確
保

で
き
れ
ば
後
継
者
も
育
つ
、
後
継
者
が
確

保
で
き
れ
ば
農
地
は
荒
廃
せ
ず
地
域
も
崩

壊
し
な
い
。
持
続
可
能
な
農
業
に
取
り
組

め
る
。
そ
ん
な
思
い
を
抱
き
な
が
ら
ち
ょ

っ
と
一
服
。

　
私
達
の
任
期
も
残
す
と
こ
ろ
３
ヶ
月
と

な
り
ま
し
た
。
読
み
や
す
い
紙
面
と
委
員

長
の
「
四
角
い
紙
面
を
丸
い
心
で
」
と
い

う
想
い
の
中
、
編
集
委
員
全
員
で
６
回
に

わ
た
り
発
行
し
て
き
ま
し
た
。
紙
面
を
作

成
す
る
に
当
り
ご
協
力
頂
い
た
皆
様
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
（
Ｔ
・
Ａ
）
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「家族経営協定」とは …  

　家族で取り組む農業経営について、家族全員が意欲とやりがいを持って経営に参画できる魅力的な

経営を目指すために、経営や生活・将来の目標（経営の目標・役割分担・収益の配分・生活上の諸事

項など）について、家族みんなで話し合い、確認したことをルール化して調印することです。また、

農業者年金の保険料助成や各種支援制度が受けられるなどメリットがあります。

農
政
コ
ラ
ム

～
農
業
委
員
の
活
動
から
～

全国農業新聞を購読しませんか？全国農業新聞を購読しませんか？
■金曜日発行／月700円
■年間／8,400円（消費税込）

　全国農業新聞は、「暮らしと経営」に役立つ情報をお届けします。

農業に関する最新技術・新製品や新品種、全国各地で活躍する農業者

の工夫やアイデア等、農業に役立つ情報を紹介しています。

１週間に１度、農業・農政情報をお届けします。

●購読の申し込みは

豊後大野市農業委員会事務局へ！

0974-22-1001☎

お気軽にご連絡ください。

農業者団体代表者からの主な意見内容農業者団体代表者からの主な意見内容

　
農
業
委
員
会
で
は
昨
年
９
月
16
日
、

「
農
業
関
係
団
体
代
表
者
と
の
意
見
交

換
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
意
見
交
換
会
」
は
、
「
農
業

委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
」
の
規
定
に

基
づ
き
、
市
に
対
す
る
農
政
施
策
に
関

す
る
「
要
望
」
を
行
う
た
め
、
農
業
の

最
前
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
の
的

確
で
建
設
的
な
意
見
・
要
望
等
を
事
前

に
集
約
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
　
今
回
は
、
認
定
農
業
者
、
集
落
営
農

法
人
、
農
業
後
継
者
、
新
規
就
農
者
、

女
性
農
業
団
体
、
生
産
部
会
、
和
牛
生

産
に
関
す
る
７
団
体
の
代
表
者
と
主
催

者
で
あ
る
農
業
委
員
会
の
代
表
者
が
出

席
し
、
活
発
で
建
設
的
な
意
見
交
換
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

農業者団体代表者との意見交換会を開催農業者団体代表者との意見交換会を開催豊後大野市農政施策に関する要望書を提出豊後大野市農政施策に関する要望書を提出

１．担い手対策
（1）新規就農者及び農業後継者の育成・支援について
（2）農業施策の根本的な見直しについて

２．農地対策
（1）中間管理事業について

３．農村対策
（1）鳥獣害対策の強化について
（2）中山間地域における労力軽減の支援
　　　　　　　　　（ドローンの活用）について
（3）集落の維持について

４．畜産振興対策
（1）畜産農家の後継者対策について
（2）牛を活用した耕作放棄地対策の推進について

５．その他
（1）女性農業委員の登用について

　10月３日、家族経営協定調印式が、後藤敏生農業

委員会会長立会のもと行われ、廣川勝己さん・石本

寿記さん（犬飼町）、板倉照さん・浩司さん（朝地町）

の２組の親子が家族経営協定を締結されました。

２組を代表して、石本さんが「農業経営の役割を明確

化し、家族で協力し、農業経営の確立を図ってまいり

ます」と決意を表明、会長や市長も「これからも頑張

ってください」と激励しました。皆さんの今後のご活

躍をお祈りします！

九州・沖縄ブロック女性農業委員研修会
（大分県大会）に参加して

九州・沖縄ブロック女性農業委員研修会
（大分県大会）に参加して

　昨年の９月８日から９日の２日間、大分市のコンパル
ホールで九州・沖縄ブロック女性農業委員研修会が開催
され、九州・沖縄から約200名近くの女性農業委員が
参加しました。
　１日目は、農業委員会制度組織・改革についてなど情勢
報告があったのち、気象予報士の花宮廣務さんが「いま
地球は病気です～温暖化と食と異常気象～」と題して、
異常気象の中での農業のたいへんさと必要性などについ
て、講演されました。この講演をもう少し聞きたかった
のは私だけではないと思います。夜は会場をトキハ会館
に移動、交流会で楽しい時間を過ごし、県外の方には大
分の県産品をお土産に持って帰っていただきました。

　２日目は、「新制度に対応した農業委員会への女性
登用」という題でパネルディスカッションがありまし
た。パネラーの中には、各地で新制度が導入され、女
性農業委員の減少が危惧されているなか、自ら認定農
業者になり農業委員に応募した方もいました。また、
都城市では委員24名中７名が女性で、その７名は各
女性農業団体から応募した結果、周りの理解を得られ
たとのことでした。問題は、私たち女性の考え方次第
であるということを改めて認識しました。
　２日間、たいへん有意義な研修会となりました。

（Ｋ・Ｇ）

一部変更しました！一部変更しました！
農地取得の下限面積の内容を農地取得の下限面積の内容を

豊後大野市農地賃借料情報豊後大野市農地賃借料情報

　農地を売買・贈与したり、貸し借りしたりする場合には、農地法第３条の規定に基づく農業委員会の許可

が必要です。その許可要件の一つに許可後の耕作面積が国の基準では50アール以上必要となっています。

　しかし、この下限面積が、平成21年12月の改正農地法により、地域の実情に応じて農業委員会の判断で

引き下げることができるようになり、平成29年１月17日の第１回農業委員会において、下限面積の見直し

を審議した結果、これまでの「特定の区域に限定した設定」の他に、新たに「空き家に付随した農地に限定

した農地」の設定を決定しました。

安心で豊かな老後のために
　 農業者年金に加入しましょう
安心で豊かな老後のために
　 農業者年金に加入しましょう

① ６０歳未満の方① ６０歳未満の方

② 年間６０日以上農業に従事（配偶者・後継者も可）② 年間６０日以上農業に従事（配偶者・後継者も可）

③ 国民年金第１号被保険者③ 国民年金第１号被保険者

次の要件を満たす方はどなたでも
加入できます。農業者年金加入条件

農 業 者 年 金 は

積 立 年 金

　昨年11月13日、好天の中、第６回豊後

大野市「ふるさとまつり」秋の大収穫祭が

大原総合体育館周辺特設会場で開催され、

歌謡ショーなどのステージイベントや農産

物・加工品の販売等が行われました。

　農業委員会も前回に引き続き、会場にコ

ーナーを設け、事業関連の啓発パンフレッ

トとあわせて、委員が市内で収穫したお米

でつくったポン菓子を、午前と午後２回に

分けて無料配布、おかげさまで行列のでき

るほど好評でした。

　現在、農業を取りまく環境は厳しく、例

えば耕作放棄地の増加、担い手不足、鳥獣被害、ＴＰＰ交渉の方向性等、数々の諸問題を抱えています。農業

委員会では、こういった問題点を捉え、立案対策を立てています。また会場での農業に関する相談や意見等を

取り入れ、未来のある農業経営を構築していかなければならないと思っています。

　今後も農業発展のため、農業者と農業委員会が良きパートナーとして、健康で明るい農村を築いていきまし

ょう。（Ｏ・Ｍ）

～ポン菓子の無料配布
～～ポン菓子の無料配布
～

（1）新農業者協議会
　　　◆次世代を担う農業後継者・新規就農者への支援をしてほしい。
　　　◆空き農地若しくは空きそうな農地の情報が分かるものを作ってほしい。

（2）認定農業者連絡協議会
　　　◆今、頑張っている人（認定農業者）に重点的な補助をしてほしい。
　　　◆土地利用型農業に対する支援を強化してほしい。
　　　◆耕作放棄地対策、また連作障害対策のため利用権設定手続きを簡略化してほしい。
　　　◆新規就農者が長く経営できるような支援をしてほしい。
　　　◆市の後継者確保対策事業は対象になる人が少ないので、年齢制限をなくしてほしい。
　　　◆今の集落を維持するための対策を検討してもらいたい。
　　　◆遊休農地を増やさないため、条件不利地を継続して耕作する対策をしてほしい。

（3）集落営農法人連絡協議会
　　　◆増加する耕作放棄地にどのような対策をとっていくのか。
　　　◆転作補助金を受給できないところが多すぎる。

（4）おおいたＡＦＦ女性ネットワーク
　　　◆地権者に対して中間管理事業の周知の方法を検討してほしい。
　　　◆事業を活用するためにも相続登記などの要件の緩和を国や県に要望してほしい。

（5）ＪＡ豊後大野市和牛振興会
　　　◆畜産の後継者を確保するため、畜産に就業する者に対して、畜産農家での研修制度を設け
　　　　たり、近い将来廃業を検討している農家との経営継承など、畜産独自の支援を検討してほ
　　　　しい。

平成28年度農業関係団体
代表者との意見交換会

農業委員会による意見・
要望等の集約

平成29年度豊後大野市農政
施策に関する要望書の決定

市長へ「要望書」の提出

家族経営協定で、より充実した農業経営を家族経営協定で、より充実した農業経営を

平成29年度豊後大野市

農政施策に関する要望書の内容

　
昨
年
12
月
15
日
、
農
業
委
員
会
で
は
「
平
成
29

年
度
豊
後
大
野
市
農
政
施
策
に
関
す
る
要
望
書
」

を
市
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
は
、
農
業
の
現
場
と
地
域
に
根
ざ

し
た
組
織
と
し
て
、
地
域
農
業
の
最
前
線
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
個
人
や
団
体
の
意
見
・
要
望
な
ど
を

集
約
し
、
次
年
度
の
農
業
施
策
へ
の
提
言
と
し
て
、

毎
年
、
予
算
編
成
時
に
「
要
望
書
」
を
提
出
し
て

い
ま
す
。

　
特
に
近
年
、
農
地
の
荒
廃
、
遊
休
化
が
進
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
新
規
就
農
者
や
農
業
後
継
者
な

ど
、
農
業
の
担
い
手
の
育
成
と
支
援
、
さ
ら
に
は

被
害
が
年
々
拡
大
し
て
い
る
鳥
獣
害
対
策
な
ど
を

強
く
要
望
し
ま
し
た
。

女性農業委員の活動紹介

農地に関する
ご相談
農地に関する
ご相談

ご相談は、地域の農業委員、農業委員会事務局へ！
■本庁/農業委員会事務局　　　22-1001☎

　適用を受ける農地が付随している空き家
は、あらかじめ空き家バンクに登録されて
おり、その農地は事前に１筆ごとに農業委
員会の指定を受ける必要があります。
　２の設定は、１の設定に優先して適用と
なります。
※ 詳しくは、農業委員会にお問い合わせ
　 ください。

１．賃借料を物納支給（水稲）している
　場合は、60kg当たり、10,018円
　（平成26年産ヒノヒカリ1等米価）に
　換算しています。
２．金額は、算出結果を四捨五入し、100
　円単位としています。
３．「市内平均（参考）」の額は、各区分の
　平均額をデータ数により加重平均した値
　です。

１．特定の区域に限定した設定

２．空き家に付随した農地に限定した設定

▼平成２９年１月１８日から適用します。

設 定 区 域 設定面積（下限面積）

豊後大野市全域 ４０ アール

設 定 区 域

空き家に付随した農地
（農業委員会が指定した農地に限る）

設定面積（下限面積）

　１ アール

農地

田

畑

平 均 額（円）

9,200

7,100

最 高 額（円）

20,000

16,700

最 低 額（円）

1,000

2,000

　平成２７年１月から１２月までの１年間に締結された
賃借料の水準（１０ａ当たり）は、下表のとおりです。

（注）この表の金額は、あくまで賃借料の水準を示し
たものであり、実際に契約する際の目安や参考となる
ものです。 　昨年の11月６日（日）に農業後継者婚活イベントが大野町の隣保館において、市内の農業後継者

男性12名と市内外から女性14名が参加し、和やかな雰囲気のなか開催されました。当日は、大野

町の後藤梨園での梨狩りや県央空港でのセスナ機のフライトを楽しみながら交流を深めた結果９組

のカップルが誕生しました。

　当イベントは、農業青年協議会（ＺＡＣ）や農業委員等が中心となり一昨年の７月に実行委員会

を立ち上げ、内容等の協議を重ね、開催することができました。実行委員や女性農業委員の方々には、

　　　　　　　　イベントの準備から実施まで多大なご協力を頂き、無事に開催することができま

　　　　　　　　した。　　（豊後大野市農業後継者婚活イベント実行委員会長　神志那靜清）　

イベントを開催しました婚活婚活婚活


